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月以上の期間に渡って省エネナビを設置させていた

だいた．今回使用するデータはその際に得られた 6

軒分であり，データの使用と公表について同意を得

たものである．モニター家庭の居住地は長野市や松

本市など県内の北部と中部であり，すべて一戸建て

住宅であった．使用した省エネナビはいずれも中国

計器工業製の CK-5（図１）である．

2.2　集計方法

モニター家庭の１時間単位の省エネナビデータを

用い，１時間ごとの電力使用量の月平均値を家庭ご

とに算出した．その際，１時間でも欠測があった日

のデータは除外し，さらに残った日が 10 日未満の

月は集計対象外とした．欠測は，分電盤に取り付け

たセンサと表示器との間の無線の状態によって生じ

る場合がある．なお，本報では，季節変化を判別し

やすいように，夏期の８月と，冬期の２月，その中

間の５月と 11 月の計４ヶ月分についてのみ示した．

次に，上で求めた 1 時間ごとの月平均値を，ベー

ス電力に対する比に換算した．ベース電力は，家庭

ごとに期間中の 1 時間ごとの月平均値のうち最小

の月時の値とした．このベース電力に対する比を夏

期（7 月 ～ 9 月） と 冬 期（12 月 ～ 2 月） 別 に 集 計

して，６軒の平均値を算出した．単純平均では使用

量の多い家庭の影響が大きく出てしまうため，ベー

ス電力に対する比を用いた．

ま た， 特 定 の モ ニ タ ー 家 庭 の 8 月 初 旬 と 2 月 初

旬のそれぞれ 7 日間の 1 時間データと気温の関係

を考察した．気温は長野地方気象台の観測データを

用いた．対象モニターは，同期間に欠測がなく，時

間帯料金契約でもない家庭とし，それぞれ夏期に使

用量が多いＡ家と冬期に使用量が多いＤ家とした． 

１．はじめに

家庭から排出される二酸化炭素（CO ２） のうち，

電気の使用に伴うものがもっとも大きな割合を占め

ている 1)．これを効果的に削減するためには，詳細

な電気の使用状況（いつ何のためにどれだけ使った

か）を把握する必要があるが，検針票では１か月の

総電力使用量しか知ることができない．そこで，電

気使用量の日変化や時間変化を記録可能な「省エネ

ナビ」を利用した調査を実施した．

省エネナビは，分電盤にセンサを取り付け，家庭

全体の電力使用量をリアルタイムで測定し， その

値を無線で表示器に送信して記録する機器である．

データは 1 時間単位や 30 分単位で記録され，省エ

ネ対策の検討やその効果の確認に利用可能であると

されており 2)，3)，全国各地の自治体などで省エネナ

ビを活用した事業 2)，4) が実施されている．

今回，長野県の省エネ関連事業において，省エネ

ナビを用いて測定したモニター家庭の詳細な電力使

用量のデータを得た．対象家庭は少ないが，長野県

内で同様のデータはこれまでほとんど公表されてお

らず，今後の地球温暖化対策や節電対策を検討する

上で貴重な資料になると考えられるので紹介する．

２．方法

2.1　対象家庭とデータの取得

長野県環境部温暖化対策課の「家庭の省エネ “ 見

える化 ” 事業」に基づき，省エネアドバイザーが希

望のあった一般家庭を訪問し，省エネ診断を実施し

た．その際，一部の家庭にモニター家庭として協力

していただき，平成 23 年春から翌年春にかけて数ヶ
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が違っていることが想定される．

図３は，ベース電力に対する比の平均を夏期と冬

期について示したものである．夏期，冬期ともに朝

と夜間にピークがみられるが，全時間帯で冬期が夏

期の 1.5 倍～ 2 倍の値を示している．また，夏期は

早朝と日中の値が小さいが，冬期の早朝は日中ほど

小さい値ではなく，就寝中の暖房や凍結防止帯の使

用が想定される．

3.2　夏期と冬期のデータ例

Ａ家の夏期７日間（８月１～７日）の１時間デー

タと気温を図４に示す．気温のグラフから８月４日

から最高・最低気温とも大きく上昇したことがわか

るが，日中の電気の使用量も同日以降に急増してお

り，エアコン（冷房）を使用したものと想定される．

Ｄ家の冬期７日間（２月１～７日）の１時間デー

タと気温を図５に示す．２月４日から気温が上昇し

ているが，日中の電気の使用量が同日以降大きく減

少している様子がわかる．暖房や凍結防止帯などで

の使用が減ったためと想定される．

４．おわりに

長野県内家庭での電気の使用量は冬期に多く夏期

に少ない． このことは長野県環境保全研究所の調

査５) 等でも明らかにされているが，1 日の時間帯に

よる使用量の違いを示すデータとしてはこれまで公

表されたものはほとんど見受けられなかった．今回

のデータはサンプル数が少ないが，夏の日中の使用

量が少ないなど，寒冷地である長野県内家庭での電

気の使用パターンを示すデータとしての意味は大き

いと考えられる．東日本大震災に伴う原発事故の影

響で， 一般家庭に対しても節電が要請されている

３．結果および考察

3.1　1 時間データの月平均

モニター家庭ごとに，1 時間単位の電力使用量の

月平均値をグラフにしたものを図２に示す．全体的

な時間変化の傾向としては，使用量のピークが朝と

夜にみられ，深夜から未明にかけてと日中の使用量

が少ない．朝は食事の準備や洗濯などが短時間に集

中するために先の尖ったピークとなり，とくに深夜

電力などの時間帯別料金契約の家庭（B 家や E 家）

では，電気料金が割安な時間帯に蓄熱や家事を済ま

せていると想定される．朝のピークの後は使用量が

少なくなるが，これは家人が不在か，在宅者がいて

も電気をあまり使用していないことが想定され，深

夜から未明にかけての時間帯より少ない家庭もあ

る．この最も少ない時間帯の使用量は，家人の行動

とは関係なく発生するベースとなる電力であり，冷

蔵庫や待機電力など 24 時間ほぼ一定の電力が消費

されるものに起因し２)，家庭によって 100W 前後か

ら 500W 程度となっている．

次に，季節変化の全体的な傾向としては，冬（2

月）は昼夜とも他の季節に比べて使用量が多くなっ

ており，暖房や給湯，凍結防止帯などでの電気の使

用量の増加が想定される．他の季節（５月，８月，

11 月）については， 11 月の使用量が比較的多い家

庭がみられるが，このデータからははっきりとした

違いは見られない．また，Ａ家では８月の日中の使

用量が多く，エアコン（冷房）の使用が想定される．

Ｃ家やＦ家では 2 月の日中の使用量が比較的多く，

電気による暖房の使用が想定される．一方，Ｄ家や

Ｅ家の 2 月は，日中の使用量はあまり多くはないが，

深夜から未明の使用量が多くなっており，それぞれ

の家庭のライフスタイルによって使用機器や時間帯

図１　省エネナビ

分電盤に取りつけた電力センサ 表示器
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が，効果的な節電のためには，電気の使用実態を正

しく知り，それに基づいて対策を検討する必要があ

る．今後さらにデータを蓄積し，家族構成や住居の

立地条件等も考慮した分析を加えることで，長野県

内家庭の特徴を踏まえた効果的な省エネ対策に有効

なデータとしていきたい．なお，CO2 排出削減のた

めには，電気の使用量だけで判断するのではなく，

ガソリンや灯油など他のエネルギー種も含めた総合

的な省エネ対策が必要である．
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図２　モニター家庭における 1 時間ごとの電力使用量の月平均

図３　モニター家庭６軒におけるベース電力に対する比の
平均
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図４　Ａ家の夏期７日間の電力使用量と気温
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